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6
月
議
会
定
例
会
は
、
平
成
27
年

6
月
22
日
か
ら
６
月
26
日
ま
で
の
会

期
で
開
か
れ
、
議
会
報
告
3
件
、
条

例
改
正
１
件
、
平
成
26
年
度
一
般
・

特
別
会
計
補
正
予
算
8
会
計
を
慎
重

に
審
議
し
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

議
会
報
告
（
３
件
）

◎
平
成
26
年
度
飯
島
観
光
開
発

　

株
式
会
社
の
経
営
状
況
の
報
告

　

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、

健
全
経
営
で
あ
る
旨
の
報
告
を
受

け
ま
し
た
。

◎
平
成
26
年
度
白
川
村
繰
越
明
許
費

　

の
報
告

　

地
方
自
治
法
の
定
め
に
よ
る
13

事
業
を
平
成
26
年
度
か
ら
平
成
27

年
度
に
繰
越
を
行
な
っ
た
報
告
を

受
け
ま
し
た
。

◎
平
成
26
年
度
事
故
繰
越
し
繰
越
使

　

用
の
報
告

　

地
方
自
治
法
の
定
め
に
よ
る
事

業
を
平
成
26
年
度
か
ら
平
成
27
年

度
に
繰
越
を
行
な
っ
た
報
告
を
受

け
ま
し
た
。

※ 

繰
越
明
許
と
は
…

　

あ
ら
か
じ
め
、
年
度
内
に
経
費

を
使
用
し
終
わ
ら
な
い
恐
れ
が
あ

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
も
の
に

つ
い
て
、
予
算
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
繰
越
す
も
の
。

※ 

事
故
繰
越
し
と
は
…

　

年
度
当
初
に
お
い
て
は
、
全
然

繰
越
し
を
想
定
し
て
い
な
か
っ
た

が
、
た
ま
た
ま
避
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
事
故
（
災
害
）
の
た
め
に

年
度
内
に
経
費
の
使
用
が
終
わ
ら

な
か
っ
た
場
合
。

条
例
の
一
部
改
正
（
１
件
）

　

白
川
村
総
合
計
画
審
議
会
設
置　

　

条
例
の
一
部
改
正

　

総
合
計
画
策
定
に
向
け
柔
軟
な
審

議
運
営
が
で
き
る
よ
う
、
条
例
の
一

部
を
改
正
し
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
補
正
予
算
（
８
件
）

　
白
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
２
号
）

　

補
正
額
1
8
7
，2
6
9
千
円
増
額

（
補
正
後
、3
，2
9
5
，8
2
6
千
円
）

【
歳　

入
】

　

※
主
な
内
容
（
１
百
万
円
以
上
）

　

村
　
税

平
成
27
年
度
課
税
額
及
び
平
成

26
年
度
滞
納
繰
越
分
の
確
定
に

よ
り
、
3
2
，
6
8
8
千
円
を

増
額
し
ま
し
た
。

　

国
庫
支
出
金

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
シ
ス
テ

ム
補
助
費
及
び
臨
時
福
祉
給
付

金
等
に
よ
り
、
1
3
，6
5
2

千
円
を
増
額
し
ま
し
た
。

　

県
支
出
金

商
工
費
県
補
助
金
と
し
て
、
世

界
遺
産
登
録
20
周
年
記
念
事
業

補
助
金
5
，
5
0
0
千
円
を
減

額
し
ま
し
た
。

　

繰
入
金

せ
せ
ら
ぎ
公
園
駐
車
場
整
備
に

係
る
財
源
と
し
て
基
金
繰
入

金
を
3
，
1
0
0
千
円
を
増
額

し
ま
し
た
。

　

諸
収
入

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
助
成
金
等
を

2
，5
4
0
千
円
増
額
し
ま
し
た
。

【
歳　

出
】

　

※
主
な
内
容
（
１
百
万
円
以
上
）

　

総
務
費

一
般
管
理
費
と
し
て
、
総
務
人

件
費
１
１
，
1
8
7
千
円
を
減

額
し
ま
し
た
。

財
産
管
理
費
と
し
て
、
教
職
員

住
宅
駐
車
場
補
修
工
事
及
び
電

算
管
理
シ
ス
テ
ム
経
費
等
で

1
8
，
7
5
4
千
円
を
増
額
し

ま
し
た
。

財
政
調
整
基
金
費
と
し
て
、
平

成
26
年
度
の
精
算
に
伴
う
基
金

積
立
金
6
5
，
0
0
0
千
円
を

計
上
し
ま
し
た
。

企
画
費
と
し
て
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
人
件
費
及
び
ク
ア
オ
ル

ト
推
進
事
業
に
8
，
1
9
8
千

円
を
増
額
し
ま
し
た
。

　

民
生
費

社
会
福
祉
総
務
費
と
し
て
、
社

会
福
祉
担
当
職
員
に
係
る
人
件

費
及
び
介
護
保
険
等
特
別
会
計

に
１
1
，9
4
8
千
円
を
増
額
し

ま
し
た
。

介
護
保
険
費
と
し
て
、
介
護
保

険
事
業
勘
定
特
別
会
計
繰
出

金
1
，9
3
4
千
円
を
増
額
し
ま

し
た
。

　

議
会
広
報

 

◆
６
月
議
会
定
例
会
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衛
生
費

保
健
衛
生
総
務
費
と
し
て
、
国

保
直
診
勘
定
特
別
会
計
繰
出
金

他
1
，9
1
7
千
円
を
減
額
し
ま

し
た
。

清
掃
総
務
費
と
し
て
、
清
掃
担

当
職
員
に
係
る
人
件
費
6
，

5
4
1
千
円
を
増
額
し
ま
し
た
。

　

農
林
水
産
業
費

農
業
総
務
費
と
し
て
、
農
務
担

当
者
職
員
に
係
る
人
件
費
2
，

7
9
9
千
円
を
減
額
し
ま
し
た
。

地
籍
調
査
費
と
し
て
、
地
籍
調

査
業
務
委
託
費
1
，
0
3
3
千

円
を
増
額
し
ま
し
た
。

　

商
工
費

商
工
総
務
費
と
し
て
、
観
光
担

当
職
員
に
係
る
人
件
費
1
4
，

7
6
7
千
円
を
増
額
し
ま
し
た
。

商
工
業
振
興
費
と
し
て
、
企
業

立
地
支
援
事
業
に
係
る
修
繕

費
2
，
0
0
0
千
円
を
減
額
し

ま
し
た
。

観
光
費
と
し
て
、
踊
り
街
道

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
事
業
補

助
金
及
び
世
界
遺
産
20
周
年
記

念
事
業
に
2
6
，
9
0
9
千
円

を
増
額
し
ま
し
た
。

せ
せ
ら
ぎ
公
園
管
理
費
と
し
て
、

せ
せ
ら
ぎ
公
園
駐
車
場
の
舗
装

等
に
係
る
修
繕
費
等
3
，

1
0
0
千
円
を
増
額
し
ま
し
た
。

　

教
育
費

事
務
局
費
と
し
て
、
教
育
委
員

会
事
務
局
職
員
に
係
る
人
件
費

及
び
白
川
郷
学
園
Ｉ
Ｃ
Ｔ
整
備

事
業
に
係
る
委
託
料
等
2
，

5
1
7
千
円
増
額
し
ま
し
た
。

公
民
館
費
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
助
成
事
業
に
係
る
交
付

金
2
，5
0
0
千
円
を
増
額
し
ま

し
た
。

文
化
財
保
護
費
と
し
て
、
世
界

遺
産
20
周
年
記
念
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
事
業
及
び
茅
育
成
事
業
費

を
2
2
，4
3
6
千
円
減
額
し
ま

し
た
。

　
白
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別

　

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
事
業
勘
定
の
部

　

補
正
額
１
１
，
7
4
4
千
円
増
額

（
補
正
後
、
2
0
4
，
7
4
4
千
円
）

【
歳　

入
】

※
主
な
内
容
（
１
百
万
円
以
上
）

前
期
高
齢
者
交
付
金
と
し
て
、

前
期
高
齢
者
に
係
る
療
養
給
付

費
算
定
に
よ
り
6
，
6
3
7
千

円
増
額
し
ま
し
た
。

【
歳　

出
】

※
主
な
内
容
（
１
百
万
円
以
上
）

後
期
高
齢
者
支
援
均
等
と
し
て
、

3
，
8
4
3
千
円
を
減
額
し
ま

し
た
。

直
診
勘
定
の
部

　

補
正
額
5
，
3
2
4
千
円
増
額

（
補
正
後
、
１
０
2
，
4
2
4
千
円
）

【
歳　

入
】

※
主
な
内
容
（
１
百
万
円
以
上
）

諸
収
入
と
し
て
、
県
北
西
部
へ

き
地
医
療
広
域
連
携
事
業
に
伴

う
事
業
収
入
2
，
6
8
8
千
円

を
増
額
し
ま
し
た
。

【
歳　

出
】

※
主
な
内
容
（
１
百
万
円
以
上
）

県
北
西
部
へ
き
地
医
療
広
域
連

携
と
し
て
、
広
域
連
携
業
務
に

よ
る
医
師
派
遣
等
に
係
る
委
託

料
3
，8
3
6
千
円
を
増
額
し
ま

し
た
。

　
白
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計

　

補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

補
正
額　

増
減
な
し

（
補
正
後
、
6
4
，
0
0
0
千
円
）

【
歳　

入
】

※
主
な
内
容
（
１
百
万
円
以
上
）

使
用
料
及
び
手
数
料
と
し
て
、

未
収
繰
越
分
１
，
1
8
6
千
円

を
増
額
し
ま
し
た
。

【
歳　

出
】

増
減
な
し

　

白
川
村
公
共
下
水
道
特
別

　

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

補
正
額
１
，
0
0
5
千
円
増
額

（
補
正
後
、
4
5
3
，
2
0
5
千
円
）

【
歳　

入
】

※
主
な
内
容
（
１
百
万
円
以
上
）

使
用
料
及
び
手
数
料
に
つ
い
て
、

下
水
道
使
用
料
の
滞
納
繰
越
１
，

0
5
7
千
円
を
増
額
し
ま
し
た
。

　
白
川
村
介
護
保
険
特
別
会
計

　

補
正
予
算
（
第
１
号
）

保
健
事
業
勘
定
の
分

　　

補
正
額
１
１
，
4
2
6
千
円
減
額

（
補
正
後
、
1
9
6
，
4
2
6
千
円
）

【
歳　

出
】

※
主
な
内
容
（
１
百
万
円
以
上
）

総
務
費
と
し
て
、
社
会
保
障
・

税
番
号
制
度
対
応
シ
ス
テ
ム
改

修
に
係
る
経
費
１
，
9
3
4
千

円
を
増
額
し
ま
し
た
。
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高
山
市
街
へ
の
外
出
支
援
車
に
つ
い
て

北
陸
新
幹
線
開
業
に
つ
い
て

国
道
360
号
、県
道
白
山
公
園
線

　
通
行
止
め
に
つ
い
て

大田　貢 議員

質

一
般

問

「
孫
の
手
」
行
政
、
高
山
市
街

へ
の
外
出
支
援
車
「
い
か
ま
い

カ
ー
」
の
運
行
は
高
齢
者
に

と
っ
て
安
心
し
て
住
み
続
け
ら

れ
る
大
変
良
い
政
策
だ
と
思

う
。
週
２
回
の
う
ち
１
回
を
白

鳥
町
方
面
に
で
き
な
い
か
。

本
年
5
月
か
ら
運
行
を
開
始
し

ま
し
た
「
い
か
ま
い
カ
ー
」
は
、

5
・
6
月
に
そ
れ
ぞ
れ
３
回

づ
つ
運
行
い
た
し
ま
し
た
。

利
用
者
が
定
着
す
る
ま
で
に

は
、
時
間
が
か
か
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
が
、
利
用
者

か
ら
は
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。
現
在
、
試
験
的
に
高
山

市
の
み
の
運
行
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
利
用
者
の
要
望
等

が
あ
り
ま
し
た
ら
改
善
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

高
山
市
で
は
4
月
か
ら
の
バ
ス

利
用
者
が
62
％
増
加
し
て
い
る

よ
う
だ
が
、
白
川
郷
へ
の
観
光

客
の
現
状
は
。
ま
た
、
加
賀
温

泉
お
も
て
な
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
、
温
泉
に
泊
ま
っ
て
片
道

無
料
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し

て
い
る
。
白
川
郷
で
は
何
ら
か

の
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

せ
せ
ら
ぎ
公
園
駐
車
場
利
用
者

は
、
本
年
4
・
5
月
は
過
去
最

高
の
普
通
車
2
1
，4
5
3
台
、

バ
ス
5
，7
8
3
台
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
増
加
に
つ
き
ま

し
て
は
、
訪
日
外
国
人
の
影
響

が
大
き
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
白
山
白
川
郷
ホ
ワ
イ
ト

ロ
ー
ド
に
つ
き
ま
し
て
は
、
岐

阜
県
が
飛
騨
管
内
の
宿
泊
者
に

対
し
800
円
の
割
引
を
し
て
い
ま

す
。
本
村
に
お
き
ま
し
て
も
、

民
家
園
や
し
ら
み
ず
の
湯
の
特

別
割
引
券
の
配
布
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

白
川
村
に
と
っ
て
国
道
360
号
は

飛
騨
市
と
結
ぶ
重
要
な
道
路
で

あ
る
。
ま
た
、
県
道
白
山
公
園

線
は
白
山
登
山
ル
ー
ト
で
あ
り

観
光
シ
ー
ズ
ン
の
通
行
止
め
は
、

南
部
地
域
に
と
っ
て
大
打
撃
で

あ
る
た
め
、
早
期
に
復
旧
す
べ

き
で
あ
る
。

県
道
360
号
線
に
つ
き
ま
し
て

は
、
災
害
状
況
が
ひ
ど
く
年

内
の
復
旧
は
厳
し
い
と
の
判

断
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
県

道
白
山
公
園
線
に
つ
き
ま
し

て
は
、
岐
阜
県
の
ご
努
力
に

よ
り
8
月
末
に
復
旧
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
が
、
い
ず

れ
も
岐
阜

県
管
理
で

あ
り
ま
す

の
で
、
１

日
で
も
早

く
復
旧
頂

け
る
よ
う

要
望
し
て

行
き
ま
す
。

Ｑ

Ｑ

Ｑ

A

A

A

行
　
　
　
　
事

出
席
者

白
川
村
議
会
議
員
月
別
行
事
等
予
定

7
月

July全 

員
全 

員
議 

長

川
田
総
長

議 

長
議 

長
議 

長

川
田
総
長

全
議
員

1
日
㈬
〜
3
日
㈮

議
会　

東
京
陳
情

8
日
㈬

全
国
町
村
議
会
議
長
会
主
催

広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク

9
日
㈭

飛
騨
農
業
共
済
事
務
組
合 

臨
時
議
会

14
日
㈫

議
員
懇
談
会

22
日
㈬

白
川
村
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

23
日
㈭

高
山
土
木
事
務
所
・
飛
騨
農
林
事
務
所
、

飛
騨
森
林
管
理
署

　
　
　

要
望
活
動
及
び
懇
談
会

24
日
㈮

岐
阜
県
町
村
議
会
議
長
会 

会
計
監
査

29
日
㈬

岡
山
県
議
会
行
政
視
察（
小
中
一
貫
教
育
）

30
日
㈭

国
道
304
号
期
成
同
盟
会
総
会

髙　
　

桑

広
報
委
員
長

髙　
　

桑

広
報
委
員
長
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行
　
　
　
　
事

出
席
者

白
川
村
議
会
議
員
月
別
行
事
等
予
定

8
月

August全 

員
全 

員
全 

員

大
田（
忠
）

議 

員
議 

長
議 

長
議 

長
議 

長
議 

長
全 

員

3
日
㈪

（
予
定
）執
行
・
議
員
懇
談
会

11
日
㈫

（
予
定
）議
員
懇
談
会

14
日
㈮

成
人
式

18
日
㈫
〜
20
日
㈭

全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
修
所
主
催

市
町
村
議
会
議
員
研
修（
１
年
目
）

20
日
㈭

岐
阜
県
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

会
長
連
絡
協
議
会

21
日
㈮

県
町
村
議
会
議
長
会 

評
議
員
会

24
日
㈪

東
海
北
陸
自
動
車
道
建
設
促
進
同
盟
会
・

東
海
環
状
道
路
建
設
促
進
期
成
同
盟
会

平
成
27
年
度
合
同
総
会

25
日
㈫

国
道
360
号（
白
川
・
小
松
間
）整
備

促
進
期
成
同
盟
会　

総
会

25
日
㈫
〜
26
日
㈬

村
民
ふ
れ
あ
い
懇
談
会

27
日
㈭
〜
28
日
㈮

中
部
縦
貫
自
動
車
道
促
進　
長
野
・
岐

阜
連
絡
協
議
会
要
望

村
は
以
前
、
同
様
の
質
問
に
対

し
「
白
川
郷
ブ
ラ
ン
ド
に
お
い

て
、
白
川
産
の
も
の
に
付
加
価

値
を
付
け
た
商
品
の
開
発
」、

「
観
光
振
興
課
と
基
盤
整
備
課

と
の
連
携
」
と
農
地
の
集
約
化

を
、「
農
地
中
間
管
理
整
理
機

構
に
お
願
し
、
村
に
相
談
が
あ

れ
ば
協
力
す
る
」
と
回
答
し
た

が
、
現
在
の
状
況
と
連
携
に
つ

い
て
状
況
を
聞
き
た
い
。

ブ
ラ
ン
ド
認
定
委
員
会
に
よ
り

差
別
化
さ
れ
た
商
品
を
Ｐ
Ｒ
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
認
定
希
望

品
に
は
農
産
加
工
品
も
多
い
こ

と
か
ら
、
ブ
ラ
ン
ド
認
定
委
員

会
に
農
務
係
も
参
画
し
観
光
振

興
課
と
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
農
地
中
間
管
理
整
理
機

構
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

年
度
に
岐
阜
県
及
び
有
識
者
等

に
よ
り
農
地
実
態
調
査
を
実
施

い
た
し
ま
す
。

村
長
は
、
平
成
27
年
度
施
政
方

針
等
に
第
六
次
産
業
に
つ
い
て

あ
ま
り
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、

農
業
協
同
組
合
法
や
農
業
員
会

法
が
改
正
さ
れ
、
農
業
委
員
は

市
町
村
長
が
議
会
の
同
意
を
得

て
任
命
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
こ
と
を
思
っ
て
も
村
長
に

係
る
責
務
は
重
大
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
、
企
業
誘
致
と
六
次
産

業
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
村
長

の
考
え
を
聞
き
た
い
。

第
六
次
産
業
の
育
成
に
つ
い
て

上手 英二 議員

Ｑ

ＱA

A
法
改
正
に
よ
り
農
業
委
員
の
選

出
方
法
が
選
任
性
と
変
更
さ

れ
、
委
員
の
過
半
数
を
認
定
農

業
者
で
組
織
し
な
く
て
は
な
ら

な
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
本

村
の
認
定
農
業
者
は
２
名
と
１

法
人
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し

て
、
他
市
町
村
の
動
向
や
県
等

各
種
機
関
に
相
談
し
な
が
ら
、

本
年
度
中
に
任
命
方
法
等
に
つ

い
て
検
討
い
た
し
ま
す
。
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６
月
定
例
会
会
期
中
に
改
選
後

初
め
て
の
常
任
委
員
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
６
月
定
例
会
の
初
日
に

付
託
さ
れ
ま
し
た
平
成
27
年
度
一

般
会
計
及
び
特
別
会
会
計
の
補
正

予
算（
８
会
計
）に
つ
い
て
審
査
し
、

い
ず
れ
も
可
決
す
べ
き
も
の
と
し

て
26
日
の
最
終
日
に
報
告
い
た
し

ま
し
た
。（
詳
細
に
つ
い
て
は
、
１

〜
２
頁
に
掲
載
の
と
お
り
）

　

ま
た
、
全
委
員
に
お
い
て
政
策

課
題
の
洗
い
出
し
を
行
い
、
本
常

任
委
員
会
と
し
て
以
下
の
と
お
り

調
査
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
い

た
し
ま
し
た
。

　

①
温
泉
・
白
弓
ス
キ
ー
場
他

　
　

３
特
別
会
計
事
業

　

②
空
き
家
対
策
と
移
住
・
定
住

　
　

事
業

　

③
ク
ア
オ
ル
ト
構
想
と
村
民
の

　
　

健
康
増
進
事
業

　

④
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

　

な
お
、
今
後
は
村
民
の
皆
様
と

の
情
報
共
有
や
意
見
交
換
を
行
い

な
が
ら
、
最
終
的
に
行
政
へ
提
言

で
き
る
よ
う
取
り
ま
と
め
を
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
議
会

と
の
ふ
れ
あ
い
懇
談
会
や
各
種
会

議
等
の
折
に
ご
意
見
を
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

旧
平
瀬
小
廃
校
活
用
に
つ
い
て

旧
平
瀬
小
廃
校
活
用
に
つ
い
て

新谷 保雄 議員

旧
平
瀬
・
白
川
両
小
学
校
は
平

成
23
年
3
月
に
廃
校
と
な
り
、

同
年
4
月
か
ら
両
小
学
校
が
統

合
し
小
中
一
貫
校
が
誕
生
し

た
。
同
年
8
月
か
ら
学
校
検
討

委
員
会
（
旧
平
瀬
小
部
会
）
を

立
ち
上
げ
、
廃
校
舎
の
有
効
活

用
に
向
け
旧
平
瀬
小
部
会
を
6

回
開
催
し
検
討
し
た
結
果
を
平

成
25
年
２
月
に
村
長
に
対
し
提

言
し
た
。
提
出
後
、
約
２
年
が

経
過
し
て
い
る
が
、
提
言
が
実

現
さ
れ
た
の
は
「
児
童
公
園
」

「
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
」
の
み

で
あ
り
、
そ
の
他
の
提
言
事
項

「
生
涯
学
習
機
能
」「
行
政
サ
ー

ビ
ス
機
能
」「
交
流
人
口
増
加

機
能
」
に
つ
い
て
、
今
後
の
取

り
組
み
と
進
捗
状
況
を
聞
き
た

い
。

旧
校
舎
に
つ

き
ま
し
て

は
、
本
年
か

ら
2
カ
年
を

か
け
ま
し

て
、
福
祉
セ

ン
タ
ー
及
び

カ
ル
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー
機

能
の
一
部
を

移
転
さ
せ
、

公
益
機
能
の

集
約
に
よ
る

利
便
性
の
向

上
と
地
区
住

民
の
豊
か
な

暮
ら
し
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に

筋
ト
レ
ル
ー
ム
・
多
目
的
ホ
ー

ル
・
図
書
室
等
を
整
備
す
る
計

画
で
す
。
ま
た
、
平
瀬
診
療
所

を
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
へ
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
一
部
を
し
ら
み

ず
の
湯
に
移
転
さ
せ
た
い
構
想

が
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
の
施

設
も
地
域
の
皆
様
と
協
議
を
行

い
決
定
し
て
行
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

Ｑ

A

総
務
産
業
常
任
委
員
会
報
告

総
務
産
業
常
任
委
員
会
報
告

総
務
産
業
常
任
委
員
会

　
　
委
員
長
　
川
田
　
　
裕
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こ
れ
か
ら
の
安
全
・

　
　
　
　
　
安
心
に
つ
い
て

高桑 徹司 議員

村
の
長
年
の
懸
案
事
項
で
あ
っ

た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
完
成
さ

せ
、
村
民
の
避
難
に
対
す
る
道

し
る
べ
を
示
し
た
こ
と
は
高
く

評
価
で
き
る
。そ
う
し
た
中
で
、

洪
水
に
対
す
る
避
難
に
お
い

て
、
迅
速
に
高
台
に
行
く
た
め

の
避
難
経
路
は
、
複
数
あ
る
べ

き
で
あ
り
、
更
に
安
全
で
あ
る

こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
徒
歩

の
避
難
は
、
基
本
中
の
基
本
と

考
え
是
非
避
難
経
路
の
点
検
と

補
修
等
の
対
策
に
つ
い
て
聞
き

た
い
。

修
繕
が
必
要
な
個
所
に
つ
き

ま
し
て
は
、
地
域
要
望
が
い

た
だ
け
る
よ
う
行
政
か
ら
も

働
き
か
け
を
行
い
迅
速
に
対

応
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
配
布
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

に
は
避
難
経
路
の
記
載
が
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
地
域
や
近

所
の
方
々
が
お
年
寄
り
や
子

ど
も
が
い
る
世
帯
に
気
配
り

を
い
た
だ
き
、
防
災
意
識
の

向
上
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

全
国
各
地
に
お
い
て
火
山
噴
火

が
起
き
て
い
る
。
本
村
の
「
白

山
も
例
外
で
は
な
く
、
１
６
５

９
年
の
噴
火
を
最
後
に
活
動
が

収
ま
っ
て
い
る
が
、
最
近
に

な
っ
て
火
山
性
地
震
も
観
測
さ

れ
、
他
人
事
で
は
な
い
危
機
感

を
感
じ
て
い
る
。
万
が
一
、
白

山
が
噴
火
し
た
場
合
を
想
定
す

る
と
御
前
峰
か
ら
約
５
㎞
の
距

離
に
あ
る
源
泉
の
管
理
は
事
実

上
困
難
が
予
想
さ
れ
、
温
泉
を

看
板
商
品
と
し
て
い
る
平
瀬
温

泉
は
死
活
問
題
と
な
る
こ
と
は

明
白
で
、
新
し
い
源
泉
を
求
め

る
等
を
含
め
、
村
と
し
て
出
来

得
る
こ
と
の
協
議
を
す
る
場
を

早
急
に
作
る
べ
き
で
あ
る
が
考

え
を
聞
き
た
い
。

白
山
の
噴
火
に
つ
き
ま
し
て

は
、
早
急
な
対
応
は
現
時
点

で
求
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

一
方
、
平
瀬
温
泉
の
泉
質
は

利
用
者
か
ら
は
大
変
好
評
で

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
送
湯

管
及
び
源
泉
の
管
理
に
対
す

る
経
費
の
増
大
や
冬
期
間
の

管
理
の
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、

源
泉
を
新
し
く
求
め
る
こ
と

は
新
規
事
業
費
の
問
題
や
泉

質
が
違
う
こ
と
に
よ
る
リ

ピ
ー
タ
ー
離
れ
等
々
に
よ
る

利
用
者
の
減
少
も
考
え
ら
れ
、

村
民
理
解
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

現
在
導
水
管
の
切
り
替
え
工
事

を
行
っ
て
い
る
芦
倉
地
域
を
例

と
す
る
と
。
地
域
の
方
は
、
現

工
事
を
し
て
い
る
水
は
農
作

業
・
消
火
栓
用
に
使
用
し
て
い

る
が
「
洪
水
に
よ
る
詰
り
」「
渇

水
時
と
通
常
時
の
水
量
の
差
が

大
き
い
」
等
に
よ
っ
て
機
能
の

確
保
が
さ
れ
に
く
く
、
ま
た
、

飲
料
水
は
別
の
谷
か
ら
取
水
し

て
い
る
等
の
現
状
を
見
る
と
小

集
落
の
安
全
・
安
心
を
ど
の
よ

う
に
提
供
で
き
る
の
か
が
課
題

で
あ
る
と
感
じ
る
。
芦
倉
地
区

の
水
源
地
確
保
も
含
め
小
集
落

に
対
す
る
暮
し
の
支
え
に
つ
い

て
聞
き
た
い
。

小
集
落
は
問
題
が
多
義
に
わ

た
る
た
め
、
案
件
ご
と
に
個

別
で
ご
対
応
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
方
、
芦
倉
地
区
の
飲
料
水

の
確
保
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
28
年
度
に
予
算
化
を
行

う
予
定
で
す
。

ＱA

ＱA

ＱA

　

今
定
例
会
会
期
中
に
改
選
後
初

め
て
の
本
特
別
委
員
会
を
招
集
し
、

旧
白
川
診
療
所
跡
地
計
画
の
概
要

等
に
つ
い
て
担
当
課
か
ら
説
明
を

聞
き
ま
し
た
が
、
詳
細
な
図
面
な

ど
は
設
計
中
の
こ
と
で
あ
り
、
詳

細
設
計
が
完
成
し
た
後
に
再
度
審

議
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
特
別
委
員
会
の
政
策

課
題
を
以
下
の
と
お
り
取
り
ま
と

め
ま
し
た
の
で
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

①
世
界
遺
産
地
内
の
有
料
駐
車

　
　

場
規
制
条
例
の
制
定
に
向
け

　
　

た
検
討

　

②
茅
場
造
成
と
茅
刈
機
械
の

　
　

研
究

　

③
小
呂
地
内
の
土
地
問
題

　

な
お
、
今
後
は
村
民
の
皆
様
の

ご
意
見
や
委
員
内
で
の
意
見
調
整

を
行
い
、
最
終
的
に
は
行
政
へ
提

言
書
と
し
て
提
出
を
考
え
て
い
ま

す
。
議
会
と
の

ふ
れ
あ
い
懇
談

会
や
各
種
会
議

等
の
折
に
ご
意

見
を
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

世
界
遺
産
保
存
対
策

　
　
　
特
別
委
員
会
報
告

世
界
遺
産
保
存
対
策

　
　
　
特
別
委
員
会
報
告

世
界
遺
産
保
存
対
策
特
別
委
員
会

　
　
　
委
員
長
　
新
谷
　
保
雄
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６
月
定
例
会
会
期
中
に
改
選
後

初
め
て
本
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、

現
在
村
が
取
組
ん
で
い
ま
す
「
企

業
誘
致
」
の
現
状
と
進
捗
状
況
に

つ
い
て
説
明
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
村
が
抱
え
て
い
ま

す
諸
問
題
を
解
決
で
き
る
ま
で
の

進
捗
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
本
特
別
委
員
会
で
は
継

続
的
に
以
下
こ
と
に
つ
い
て
審
議

し
て
い
く
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
① 

大
規
模
旅
館
の
誘
致

　
② 

漬
物
工
場
の
誘
致

　
③ 

酒
造
会
社
の
誘
致

　
④ 

食
料
品
店
の
誘
致

　

こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
後
、
村
民
の
皆
様
と
の
意
見
交

換
を
は
じ
め
、
進
出
希
望
又
は
、

ど
う
し
て
も
誘
致
し
た
い
企
業
等

と
積
極
的
に
懇
談
を
行
い
な
が
ら
、

行
政
と
共
に
誘
致
活
動
を
展
開
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
議
会
と
の
ふ
れ
あ
い
懇
談
会

や
各
種
会
議
等
の
折
に
ご
意
見
を

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

さ
く
ら
山
荘
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

白
川
村
役
場
職
員
の

　
　   

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い
て

さ
く
ら
山
荘
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

白
川
村
役
場
職
員
の

　
　   

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い
て

大田 忠広 議員

村
内
の
要
介
護
高
齢
者
が
増
加

し
、
さ
く
ら
山
荘
へ
の
入
所
待

機
者
は
約
20
名
と
聞
く
。
さ
く

ら
山
荘
の
9
床
増
床
も
今
後
の

課
題
で
あ
る
が
、
現
在
の
職
員

配
置
で
は
現
状
維
持
が
精
一
杯

で
あ
り
、
職
員
が
１
名
で
も
欠

け
れ
ば
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を

守
る
こ
と
も
で
き
な
い
た
め
、

増
床
は
施
設
管
理
者
と
の
協
議

が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
る
。

一
方
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
し
ゃ
く
な
げ
荘
は
、
平
成

６
年
に
開
所
し
老
朽
化
が
進

み
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
修
繕
が

必
要
と
な
っ
て
い
る
。
職
員
配

置
や
車
両
維
持
、
或
い
は
経
費

の
削
減
な
ど
を
進
め
、
将
来
に

向
け
た
高
齢
者
施
設
の
あ
る
べ

き
形
づ
く
り
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。
働
き
や
す

い
職
場
の
確
保
、
そ
し
て
高

齢
者
へ
安
全
な
介
護
を
提
供

す
る
た
め
に
、
ま
ず
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
さ
く
ら
山

荘
に
隣
接
さ
せ
る
こ
と
が
急

務
と
考
え
る
。

国
の
政
策
変
更
に
よ
り
村
は
、

在
宅
介
護
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

の
充
実
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
の
併
設
や
さ
く
ら
山
荘

の
増
床
に
つ
い
て
は
、
介
護
保

険
料
と
の
兼
合
い
も
あ
り
ま
す

の
で
早
急
に
検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

保
育
園
児
に
か
か
る
保
育
料
は

そ
の
親
だ
け
で
な
く
、
同
居
世

帯
全
体
収
入
に
よ
り
負
担
額
が

決
定
さ
れ
て
い
る
。
特
に
20
代

の
親
は
収
入
が
低
く
、
保
育
料

の
負
担
が
生
活
費
を
圧
迫
し
て

い
る
と
聞
く
。
村
に
は
様
々
な

子
育
て
支

援
が
あ
る

が
、
保
育

料
に
つ
い

て
の
支
援

は
な
い
。

少
子
高
齢

化
の
対
策

と
し
て
、

保
育
料
を

軽
減
す
る

こ
と
で
白
川
村
は
子
育
て
が
し

易
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む

べ
き
で
あ
る
。

現
村
長
の
就
任
後
、
各
世
帯
に

お
け
る
第
３
子
以
降
の
保
育
料

全
面
無
料
化
、
全
園
児
に
対
す

る
給
食
費
の
無
料
化
、
満
１
歳

か
ら
の
未
満
児
保
育
の
開
始
、

土
曜
日
の
終
日
保
育
、
平
日
４

時
以
降
の
延
長
保
育
等
々
を
開

始
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
保
育

料
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
４

月
の
子
ど
も
子
育
て
支
援
法
の

施
行
に
伴
い
、
村
条
例
の
見
直

し
に
よ
り
平
均
で
２
千
円
程
度

の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
今
の
社
会
環
境
の
中
で
、
社

員
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
に
取
り
組

む
民
間
企
業
が
増
加
し
て
い

る
。
村
役
場
職
員
の
メ
ン
タ
ル

ケ
ア
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

昨
今
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
重
要

性
が
叫
ば
れ
る
中
、
職
員
に
つ

い
て
は
岐
阜
県
市
町
村
職
員
共

済
組
合
が
行
な
う
、
24
時
間
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の
活

用
や
同
組
合
が
開
催
す
る
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講

及
び
岐
阜
県
市
町
村
研
修
セ
ン

タ
ー
が
開
催
す
る
メ
ン
タ
ル
タ

フ
ネ
ス
講
座
を
希
望
者
で
は
あ

り
ま
す
が
受
講
さ
せ
て
い
ま
す
。

Ｑ

Ｑ

Ｑ

A

A

企
業
誘
致
対
策
特
別
委
員
会

　
　
委
員
長
　
大
田
　
　
貢

企
業
誘
致
対
策

　
　
　
特
別
委
員
会
報
告

企
業
誘
致
対
策

　
　
　
特
別
委
員
会
報
告

A
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空
き
家
再
活
用
に
伴
う
適
正

　
　
　
管
理
の
在
り
方
に
つ
い
て

川田　裕 議員

全
国
に
約
820
万
戸
の
空
き
家
が

あ
る
と
い
わ
れ
、
各
自
治
体
で

は
人
口
減
少
と
高
齢
化
に
伴
う

空
き
家
の
増
加
に
対
し
「
壊
さ

ず
工
夫
し
て
空
き
家
と
向
き
合

う
」
と
い
う
試
行
錯
誤
が
続
い

て
い
る
中
、
村
の
空
き
家
対
策

は
、
移
住
定
住
情
報
の
発
信
や

空
き
家
の
購
入
や
改
修
費
用
に

対
す
る
一
部
助
成
等
の
積
極
的

な
取
り
組
み
を
行
い
、
一
部
で

は
あ
る
が
成
果
も
見
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
村
の
利
活
用
さ
れ
て

い
な
い
空
き
家
の
対
策
は
。

法
律
に
定
義
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
問
題
と
な
る
空
き
家
は
、

①
倒
壊
等
著
し
く
保
安
上
危
険

の
恐
れ
の
あ
る
状
態
の
も
の
。

②
著
し
く
衛
生
上
有
害
と
な
る

恐
れ
の
あ
る
状
態
の
も
の
。

③
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
な
い

こ
と
に
よ
り
著
し
く
景
観
を

損
な
っ
て
い
る
状
態
に
あ
る

も
の
。

④
そ
の
他
周
辺
環
境
の
保
全
を

図
る
た
め
に
放
置
す
る
こ
と

が
不
適
切
な
状
態
に
あ
る
空

き
家
。

以
上
を
「
特
定
空
家
等
」
と

呼
び
ま
す
。
本
村
に
は
こ
の

よ
う
な
状
態
の
空
き
家
は
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
よ
う
な
状
態
に
な
る
前
に

所
有
者
を
把
握
し
適
正
な
管

理
を
お
願
い
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

空
き
家
対
策
特
別
措
置
法
と

所
有
者
の
関
係
は
。

法
律
の
施
行
に
伴
い
ま
し
て
、

立
ち
入
り
調
査
、
指
導
、
勧
告
、

命
令
、
代
執
行
措
置
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
財
政

上
等
の
措
置
や
命
令
に
違
反

し
た
場
合
の
過
料
も
規
定
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
行
政
は
法

律
を
後
ろ
盾
と
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。

条
例
制
定
の
必
要
性
は
。

法
律
で
は
条
例
化
の
規
定
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
の
対

応
と
い
た
し
ま
し
て
2
〜
3

年
後
を
め
ざ
し
独
自
条
例
を

制
定
し
て
行
き
ま
す
。

Ｑ

Ｑ

Ｑ

A

A

A

　

平
成
26
年
5
月
に
こ
の
「
議
会

だ
よ
り
」
を
創
刊
し
、
今
月
で
7

号
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
各
号
の
「
編
集
後
記
」
に
お

い
て
も
編
集
す
る
難
し
さ
を
お
伝

え
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま

す
が
、
村
民
の
皆
様
に
は
村
議
会

が
ど
ん
な
活
動
し
、
議
会
で
何
を

審
議
し
行
政
施
策
に
ど
う
反
映
さ

せ
て
い
る
か
等
々
が
上
手
く
お
伝

え
で
き
て
い
る
の
か
と
て
も
心
配

で
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
悩
み
を
解

消
す
る
た
め
に
7
月
8
日
（
水
）
〜

9
日
（
木
）
に
か
け
、
全
国
町
村
議

会
議
長
会
が
主
催
し
ま
す
「
町
村

議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
に
参
加

し
、
全
国
各
地
の
議
会
で
発
行
し

て
い
ま
す
「
議
会
広
報
」
を
勉
強

し
て
参
り
ま
し
た
。

　

と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
し
、

村
議
会
が
発
行
し
て
い
ま
す
広
報

を
持
参
し
ク
リ
ニ
ッ
ク
も
受
け
て

き
ま
し
た
の
で
、
徐
々
に
で
は
あ

り
ま
す
が
読
み
易
さ
、
伝
わ
り
易

さ
を
追
求
し
な
が
ら
編
集
し
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
期
待
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
今
後
は
村
民
モ
ニ
タ
ー

の
募
集
や
一
般
質
問
の
事
前
告
知

な
ど
の
様
々
な
取
り
組
み
も
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
そ
の
際
は
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
広
報
委
員
会

　
　
　
委
員
長
　
高
桑
　
徹
司

広
報
委
員
会
報
告
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　恒例となっております「ふれあい懇談会」を、議員全員参加をもって下記のとおり
開催させて頂く事となりました。村の事業に対すことや日々の暮らしで感じること等、
「いつまでも住み続けたい村」であるために、私達議会は、村民皆様との懇談会を大切
にしたいと考えております。それぞれご多用の事と察しますが、万障お繰り合わせの
上ご参加下さいますよう、ご案内申し上げます。

広報委員会委員長　　高桑　徹司

平成27年度 ふれあい懇談会開催のご案内

8月25日（火）19時30分～
白川村文化交流施設
  （道の駅白川郷隣り）

日 時

場 所

8月26日（水）19時30分～
平瀬カルチャーセンター

日 時

場 所

記

　

議
員
７
名
は
「
タ
ブ
レ
ッ
ト
議
会
」
を
見
据
え
、
行
政

に
先
駆
け
て
ｉ
ｐ
ａ
ｄ
を
導
入
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
議
会
は
全
国
的
に
普
及
が
広
が
り
つ

つ
あ
り
、
都
道
府
県
議
会
や
全
国
の
市
・
町
議
会
で
の
導

入
事
例
も
多
く
、
県
内
で
も
先
駆
け
て
導
入
し
て
い
る
議

会
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
の
利
点
は
、
紙
か
ら
電
子

デ
ー
タ
へ
の
移
行
が
進
む
こ
と
に
よ
る
ペ
ー
パ
レ
ス
化
、

情
報
伝
達
の
迅
速
化
、
業
務
効
率
の
向
上
、
村
民
の
方
に

行
政
情
報
を
伝
え
る
際
に
そ
の
場
で
情
報
提
供
が
で
き
る
。

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
情
報
等
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
問
題
や
村
長
を

は
じ
め
村
幹
部
が
未
導
入
の
た
め
現
段
階
で
は
有
効
活
用

が
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
不
慣
れ
な
議
員

が
本
当
に
活
用
で
き
る
の
か
と
い
っ
た
乗
り
越
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
も
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、
議
員
の
強
い

意
志
に
よ
り
、
平
成
28
年
度
完
全
導
入
を
目
指
し
取
り
組

ん
で
行
き
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
は
本
格
的
に
稼
働
し
た
際
は
、
こ
の
議

会
だ
よ
り
に
掲
載
し
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
の
で
、

７
名
の
議
員
に
対
し
行
政

情
報
の
閲
覧
を
依
頼
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

白
川
村
議
会
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
し
ま
し
た

白
川
村
議
会
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
し
ま
し
た

白
川
村
議
会
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
し
ま
し
た
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　７月１日（水）から３日（金）にかけ、７名の議員と村長が岐阜県選出の
衆・参議院議員に村の現状と今後の課題を訴え、更に、国道156号線の
改良促進・東海北陸自動車道清見ＩＣから小矢部ジャンクション間の４車
線化・白山のシェルター設置に対する要望も併せて行ってきました。
　また、地方創生事業についての勉強会も行いました。

衆議院議員　金子　一義 議員
　　（自由民主党　岐阜県４区選出）

金
子
先
生
と
は

「
村
の
道
路
事
情
」
に
つい
て

懇
談
し
ま
し
た
。

今
井
先
生
と
は

「
安
保
法
制
」
に
つい
て

懇
談
し
ま
し
た
。

平
沢
先
生
と
は

「
世
界
遺
産
登
録
20
周
年
記
念

事
業
」
に
つ
い
て
、
当
日
の
講

師
依
頼
を
し
ま
し
た
。

大
野
先
生
と
は

「
世
界
遺
産
」
に
つい
て

懇
談
し
ま
し
た
。

渡
辺
先
生
と
は

「
国
道
156
号
線
の
改
良
」
に
つい
て

懇
談
し
ま
し
た
。

かね　こ　　　 かず　よし

衆議院議員　今井　雅人 議員
　　（維新の党　東海ブロック選出）

いま　い　　　 まさ　ひと

衆議院議員　平沢　勝栄 議員
（自由民主党　東京都１７区選出）（白川村出身）

ひら　さわ　　　 かつ　えい

参議院議員　渡辺　猛之 議員
　　（自由民主党　岐阜県選挙区）

わた　なべ　　　 たけ　ゆき

参議院議員　大野　泰正 議員
　　（自由民主党　岐阜県選挙区）

おお　の　　　 やす　ただ

陳 情 要 望 に行ってきました。に行ってきました。

地域創生について勉強会　
最
終
日
の
７
月
３
日
（
金
）

に
内
閣
府　

地
方
創
生
推
進

室　

伊
藤
明
子
次
長
様
か
ら
、

地
方
創
生
に
つ
い
て
の
お
話
と

意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
先
進
的
な
事
例
の
紹
介
」

や
「
今
後
の
制
度
の
見
通
し
」

に
つ
い
て
と
て
も
興
味
深
い
お

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。今
後
、

地
方
創
生
を
活
用
す
る
上
で

大
変
参
考
と
な
り
ま
し
た
。
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宮
丸
　
文
良
（
飯
　
島
） 

遠
山
　
　
幹
（
御
母
衣
） 

鈴
口
　
　
茂
（
荻
　
町
） 

長
瀬
　
吉
実
（
荻
　
町
） 

田
口
　
　
曠
（
平
　
瀬
） 

平
田
　
民
造
（
鳩
　
谷
）

谷
藤
　
泰
一
（
　
島
　
） 

荒
井
　
治
男
（
椿
　
原
） 

津
田
　
俊
顯
（
荻
　
町
） 

遠
山
　
春
吉
（
御
母
衣
） 

梨
谷
　
徳
次
（
平
　
瀬
） 

板
谷
　
静
夫
（
荻
　
町
）

遠
山
　
　
幹
（
御
母
衣
） 

谷
藤
　
泰
一
（
　
島
　
） 

森
下
　
澄
雄
（
木
　
谷
） 

平
田
　
民
造
（
鳩
　
谷
） 

根
尾
　
治
吉
（
荻
　
町
） 

北
田
　
筆
雄
（
鳩
　
谷
）

宮
丸
　
文
良
（
飯
　
島
） 

板
谷
　
　
一
（
荻
　
町
） 

津
田
　
俊
顯
（
荻
　
町
） 

遠
山
　
春
吉
（
御
母
衣
） 

梨
谷
　
徳
次
（
平
　
瀬
） 

鈴
口
　
　
茂
（
荻
　
町
）

根
尾
　
治
吉
（
荻
　
町
） 

森
下
　
澄
雄
（
木
　
谷
） 

鈴
口
　
　
茂
（
荻
　
町
） 

梨
谷
　
徳
次
（
平
　
瀬
） 

北
田
　
筆
雄
（
鳩
　
谷
） 

宮
丸
　
文
良
（
飯
　
島
）

遠
山
　
　
幹
（
御
母
衣
） 

板
谷
　
　
一
（
荻
　
町
） 

津
田
　
俊
顯
（
荻
　
町
） 

遠
山
　
春
吉
（
御
母
衣
）

松
山
　
太
郎
（
荻
　
町
） 

【
補
欠
選
挙
】

遠
山
　
　
幹
（
御
母
衣
） 

宮
丸
　
文
良
（
飯
　
島
） 

鈴
口
　
　
茂
（
荻
　
町
） 

津
田
　
俊
顯
（
荻
　
町
） 

森
下
　
澄
雄
（
木
　
谷
） 

根
尾
　
治
吉
（
荻
　
町
）

松
山
　
太
郎
（
荻
　
町
） 

南
　
　
陽
進
（
鳩
　
谷
） 

小
坂
　
安
彦
（
平
　
瀬
） 

板
谷
　
克
雪
（
荻
　
町
）

第
７
号

し
ら
か
わ 

議
会
だ
よ
り

発
行
／
大
野
郡
白
川
村
議
会

編
集
／
白
川
村
議
会
広
報
委
員
会

歴
代
　
白
川
村
議
会
議
員

就
任  

昭
和
54
年
4
月
28
日

就
任  

昭
和
58
年
4
月
28
日

就
任  

平
成
2
年
11
月
12
日

就
任  

平
成
3
年
4
月
28
日

就
任  

昭
和
62
年
4
月
28
日

編
集
後
記

　

４
月
の
選
挙
で
初
当
選
の
大
田
忠
広
議
員
。

12
年
経
っ
て
、
よ
う
や
く
私
よ
り
若
い
議
員
が

誕
生
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
８
月
に
は
大
津
市

の
研
修
施
設
へ
１
期
目
議
員
対
象
の
研
修
会
に

申
し
込
ん
で
い
ま
し
た
。
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
に
な
り
ま
す
が
、
研
鑽
を
積
ん
で
皆
様
の

付
託
に
応
え
る
議
員
に
な
っ
て
欲
し
い
と
願
い

ま
す
。
頑
張
れ
！　
　
　
　
　
（
高
桑　

徹
司
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ  http://shirakaw

a-go.org/m
ura/soshiki/791/ 

Ｅ
メ
ー
ル  soum

u-gikaijim
ukyoku@

vill.shirakaw
a.lg.jp

森崎議長が心より皆様をお待ちしております。
一般質問で戦う議員を、応援してやって下さい。

議会探検隊募集議会議会議会探検隊募集（議会傍聴です）

声は、出せませんが

議
員
氏
名

（
カ
ッ
コ
は
大
字
名
）

日 時

会 費

定 員

締 切

申込先

9月定例本会議  一般質問日
（９月下旬頃を予定。行政無線等で周知します）

1,000円（弁当・お茶代）
傍聴のみでお帰りの方は、必要ありません。

先着10名様
定例会会議３日前。但し、議会傍聴のみなら
当日となりますが、定員に達している時は、
お断りする場合もあります。
白川村議会事務局（成原伸次まで）

記

　皆さん、こんにちは。４月の議会選挙を経て、再び執筆させて頂くことになり
ました。宜しくお願い致します。今回は、時代も変わり大正時代の扉を開けたい
と思います。1912年７月に明治天皇が崩御され大正の時代となりました。国政も

毎年のように内閣が代わる激動の時代の中で、今では当たり前になっている様々な物が登場しまし
た。大正４年の事でした。問題①、早川兄弟商会金属文具製作所が「早川式繰出鉛筆」という名で発
売された商品。いったい何でしょう？（答えは、文末にあります。）また、問題②、「世界的煙草代
用品」として登場した物と言えばなんでしょう？そして、台所を預かる皆様がお世話になっている
「亀の子たわし」が特許を取得したのは、この年の７月２日（たわしの日）、割烹着も家庭着として
発表され全国へと広まりました。大正４年は、西暦に直すと1915年。なんと、今から100年前の出来事
なんです。100年に渡り、今でも愛用されているこの品々も凄いけど、100年後の６月22日に、１分で
1000台を完売したソフトバンクの感情認識ロボット「ペッパー」が出るなんて、想像した人っている
のかなぁ？そう言えば、６月の定例会で学校へタブレットを50台導入を決めました。また、私達議会
議員も７月からタブレットを導入して、紙による書面を減らした会議運営や文書郵送の経費削減を
図っております。白川村の魅力は、田舎なのに最先端を取り入れて活かそうとする心と、アナログに
どっぷり使った、100年経っても色あせず愛され続ける亀の子たわしのように、合掌造りを守り支え続
けている心だと思っています。それでは、問題の答えです。①、シャープペンシル。②、チューイン
グガムでした。それでは、次回までごきげんよう。

史の
歴 と

び
ら
その６

～大正時代の発明品～
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歴史のとびら


